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スマートプラチナ社会 
について 

 

福井いきいき会 佐藤紘一 
 

2017.3.30 

図は県都デザイン戦略より引用 

Fukui  Cheerful  Senior  Club  
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話の内容 

スマートプラチナ社会について 
・SP社会構築の背景 
・高齢者、主婦が就労する社会   
・ICTを使い柔軟に就労する社会 

Fukui  Cheerful  Senior  Club  

スマートプラチナ社会に対する福井 
いきいき会の活動提案 



Fukui  Cheerful  Senior  Club  

厚生労働省人口問題研究所資料より（H27年１０月一億総活躍国民会議資料） 

スマートプラチナ社会構築の背景 

2015年（H27) 1.45 

人口置換率＝2.07 2008年12,808万人を
最高に人口減少に入る 

1974年（S49) 2.0５ 

H2６.７（2014） 

スマートプラチナ社会 

（ICT超高齢社会） 

2050年 
9700万人 
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将来の人口カーブ 
 H28.6（2016） 

 一億総活躍社会実現    

 ・2030年出生率1.8 

 ・2040年 〃 2.07   
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Fukui  Cheerful  Senior  Club  

少子高齢化に伴う課題 

１．生産年齢人口の減少 

２．高齢者増加による医療 
      費の増大 
３．コミュニティ意識希薄 
      化 
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Fukui  Cheerful  Senior  Club  

 課題１ 生産年齢人口の減少  

2012年 

2010 2050 

高齢者人口 

生産年齢人口 

2014年 総人口1億2708万、高齢者3300万、生産年齢7785万、比率1/2.4 

国民生活 

水準低下 

財政悪化 

経済力低下 
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Fukui  Cheerful  Senior  Club  

 課題１ 生産年齢人口の減少  

2012年 

2010 2050 

高齢者人口 

生産年齢人口 

2014年 総人口1億2708万、高齢者3300万、生産年齢7785万、比率1/2.4 

2010年 2050年 負担が重くて支え
切れないよ！！ 

現役世代の生活水準が低下し経済・

社会活力が阻害し深刻な状況に陥る 
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（出所）厚生労働白書（平成24 年）、厚労省 医療費等の将来見通し及び財政影響試算（平成22 年10 月） 

      課題２ 医療費の増大 

Fukui  Cheerful  Senior  Club  

50%up 

35兆円 

52兆円 
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社会保障増で過去最大＝総額９６兆３４２０億円 

Fukui  Cheerful  Senior  Club  



9 

Fukui  Cheerful  Senior  Club  

課題３ コミュニティ意識の希薄化     

 
（出所）総務省 国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 日本の世帯数の将来推計（平成20 年3 月推計） 

世帯主６５才以上の世帯における高齢者単独＋夫婦の
み世帯割合の推移 

孤独死、介護
疲れによるト
ラブル増大 
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（ＩＣＴ高齢社会構想会議報告書・秋山構成員提出資料 平成２５年５月）  

高齢者の社会参加意欲 

Fukui  Cheerful  Senior  Club  

高齢者が就労する 
社会を構築する 
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Fukui  Cheerful  Senior  Club  

子育て等の女性が柔軟
に就労する社会を構築

する 



Fukui  Cheerful  Senior  Club  

スマートプラチナ社会 
（ICT超高齢社会の実現） 
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平成２６年７月 



Fukui  Cheerful  Senior  Club  

 パソコン、スマートフォン等の携帯 
 端末を情報を交換する道具として 

        + 
 インターネット回線を利用して 

        + 
 何時でも、何処でも、瞬時に情報を 

 交換する技術を言う 
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ＩＣＴ（情報通信技術） 
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H26.7 
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Fukui  Cheerful  Senior  Club  
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生活習慣病の発症・重症化を予防する
ためのヘルスケアを用いた大規模社会
実証を行い、ICT健康モデルを確立す
る 
 

高品質で廉価な医療を実現するため、医
療機関等の情報連携のモデル実証を行い、
医療情報連携基盤の全国展開を推進する 

多様で柔軟な働き方の確立・普及に
向けた実証を行い、新たなワークス
タイル（テレワーク）を実現する 

高齢者がICTを使用してコミュニティで活動
できる社会環境を実現するための実証を行い、
ICTリテラシーの向上を推進する 
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実証試験 



Fukui  Cheerful  Senior  Club  

17 

実証試験 
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健康寿命・自立化促進 

プロジェクト① 

生活習慣病の発症 
重症化予防 



Fukui  Cheerful  Senior  Club  
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病院１ 電子カルテ１ 患者A 

病院２ 電子カルテ２ 

患者情報

抽出処理 

病院１ 電子カルテ１ 

病院２ 電子カルテ２ 

患者A 

電子カルテから患者Ａのデーターを抽出して
病院に送る。検診データーは、受診病院の電
子カルテに保存する、 

データセンター 

インターネット回線 

プロジェクト② 

生涯健康医療電子記録に移行 
どこでもMY病院 

標準化 
（ＳＳ－ＭＩＸ） 

医療品質の向上 

医療費の低減 
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医療費の低減 



プロジェクト③ 

Fukui  Cheerful  Senior  Club  
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プロジェクト③ 
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プロジェクト④ 

坂井市のＩＣＴリテラシーの向上講習会風景 
 ・参加者 約１００名 
 ・三国図書館、高椋図書館、坂井図書館、ハートピア春江 
 ・講習時間 １２時間（３ｈ×４回） 
 ・平成２６年１２月～平成２７年２月実施 

坂井市がＩＣＴ利活用による高齢者の社会参
画促進に向けた実証に参加（全国１１ヶ所） 



Fukui  Cheerful  Senior  Club  
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新たなワークスタイルの実現（テレワーク） 

インターコアHPより引用 

プロジェクト⑤ 
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生産年齢人口低減対策 

ビジネス拡大 

一億総活躍社会 

ICT 
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纏め 

Fukui  Cheerful  Senior  Club  

  少子高齢化で現役世代激減し経済力が低下、  

 高齢者は増大し社会保障費は増大⇒財政悪化 

今までの社会の仕組では、日本の国力は減衰 

ＩＣＴを利活用して、高齢者、女性が社会参加す

る全員参加型社会に仕組みを変えて日本を活性化 

スーパープラチナ社会（一億総活躍社会） 
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総纏め 

Fukui  Cheerful  Senior  Club  

超高齢社会の日本を元気にする

キーは、アクティブシニアが 

スマートプラチナシニアとして 

社会参加することである 
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独り言 

1. 福井県の高齢者（約２２万）が、1人でも
多くアクティブシニアとして福井活性化に

貢献するように、福井いきいき会の活動を

ホームページで発信しましょう。     

Fukui  Cheerful  Senior  Club  

２. スマートプラチナ社会に対応し、会員の   
   安心・安全、コミュニティ維持にＩＣＴ 
   の勉強を進めましょう。 


